
IOS CLI移行アシスタント

目的

この記事の目的は、Cisco CatalystシリーズスイッチのWebユーザインターフェイス(UI)か
らIOS変換ツールを使用して、既存のCisco Catalyst 1000コンフィギュレーションファイル
をCatalyst 1200/1300/1300X設定構文に変換する方法について説明することです。

該当するデバイス|ソフトウェアバージョン

● Cisco Catalyst 1200
● Cisco Catalyst 1300
● Cisco Catalyst 1300X

はじめに

IOS Conversion Tool（登録ユーザ専用）は、既存のCatalyst 1000のコンフィギュレーショ
ンファイルを新しいスイッチファミリで使用される構文に変換することで、Cisco Catalyst 
1000スイッチからCisco Catalyst 1200、Catalyst 1300、またはCatalyst 1300Xプラットフォ
ームに移行するネットワークのガイド付き移行パスを提供します。Catalyst 
1200/1300/1300XスイッチのWeb UIには、オンライン変換ワークフローへの直接的なラウ
ンチポイントが含まれています。これにより、ツールへのアクセスが簡素化され、移行計画
の合理化に役立ちます。このプロセスが適用されるのは、Catalyst 1000のコンフィギュレ
ーションファイルがソース入力として使用でき、その結果得られる出力がCatalyst 1200、
Catalyst 1300、またはCatalyst 1300Xの展開を対象としている場合です。この機能は、ロー
カルスイッチ設定ではなく、移行準備の一部として使用されます。そのため、主な要件は、
有効なCatalyst 1000コンフィギュレーションファイルと、Web UIおよびCiscoサインインペ
ージへのアクセスです。

IOS変換ツールの起動

ステップ 1

スイッチのWeb UIにログインします。この例では、Catalyst 1300スイッチが使用されてい
ます。



ステップ 2

Administration > IOS Configuration Conversionメニューに移動します。

手順 3



Goをクリックして、IOS Conversion Toolを開きます。
https://cisco.com/go/iosconversiontoolにリダイレクトされます。

コンフィギュレーションのアップロードと変換

ステップ 1

リダイレクトされたシスコ変換ページで、Sign In with SSOボタンをクリックします。

ステップ 2

接続時にツールにアクセスするには、シスコにサインインする必要があります。ユーザは、
自分のシスコアカウントを使用するか、GoogleまたはAppleアカウントを使用するかを選択
できます。

https://cisco.com/go/iosconversiontool


手順 3

IOS CLI Migration Assistantユーザインターフェイスにリダイレクトされます。

Note:
このツールはCatalyst 1000のコンフィギュレーションファイルの変換用に最適化さ
れていますが、他のスイッチモデルのコンフィギュレーションファイルの変換を提
供します。他のプラットフォームから設定ファイルを変換する場合は、変換結果を
徹底的にレビューすることをお勧めします。

ステップ 4

既存のCatalyst 1000コンフィギュレーションファイルをアップロードするオプションを選
択します。



Note:
ソースファイルは、移行されるCatalyst 1000スイッチの現在の設定である必要があ
ります。アップロードされたファイルの内容を確認して、正しいファイルがアップ
ロードされたこと、およびファイルから欠落したデータがないことを確認します。

手順 5

（オプション）アップロードを確認したら、Remove Defaultsボタンを押します。これによ
り、IOSの実行コンフィギュレーションにリストされる必要のないデフォルト情報が削除さ
れます。

手順 6

変換を実行する前に削除される行を示すポップアップが表示されます。Confirm & Remove 
Defaultsボタンをクリックして続行します。



手順 7

ターゲットプラットフォームを選択し、対応する青色の「変換後」ボタンをクリックします
。この例では、Catalyst 1300プラットフォームが選択されています。

手順 8

ツールUIのTranslation Resultペインに進行状況インジケータが表示されます。変換の完了に
かかる時間は、ソース設定ファイルのサイズと複雑さによって異なります。



変換後の内容を確認して保存する

ステップ 1

変換が完了したら、変換された設定を比較、コピー、ダウンロード、または評価への追加の
いずれかを選択できます。

ステップ 2

サポート対象外のコマンドは赤で色分けされ、説明が表示されます。



手順 3

Compareボタンをクリックすると、ソースコンフィギュレーションファイルと変換後のフ
ァイルを比較する新しいポップアップウィンドウが開きます。

ステップ 4

設定の比較の下のリコール対象ドキュメントには、具体的に変換がどのように行われ、どの
シスコドキュメントが変換のために参照されたかが示されます。Open Detail Viewerをクリ
ックして、参照されたドキュメントの特定のセクションを表示します。



手順 5

評価に追加ボタンは、AIの翻訳エラーのトレーニングと修正に役立ちます。翻訳されたコー
ドを編集してエラーを修正し、そのコードを評価セットに送信して翻訳エラーを修正するこ
ともできます。

手順 6

翻訳の概要を非表示にするオプションもあります。翻訳中、AIは設定にコメントを追加して
、翻訳されないセクションを説明します。これは、変換が成功または失敗した場所を特定す
るのに役立ちますが、コードの読み取りが煩雑になる可能性があります。これを非表示にす
ると、結果が読みやすくなる場合があります。



結論

これで、IOS変換ツールの概要と、IOS変換ツールを使用してエンタープライズコンフィギ
ュレーションファイルをCatalyst 1200、Catalyst 1300、およびCatalyst 1300Xコンフィギュ
レーションに変換する方法について学習しました。

詳細については、Catalystシリーズスイッチの『管理ガイド』を参照してください。

Cisco Catalyst 1200アドミニストレーションガイド

Cisco Catalyst 1300アドミニストレーションガイド

Cisco Catalyst 1300Xアドミニストレーションガイド

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/campus-lan-switches-access/Catalyst-1200-and-1300-Switches/Administration-Guide/catalyst-1200-admin-guide.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/campus-lan-switches-access/Catalyst-1200-and-1300-Switches/Administration-Guide/catalyst-1200-admin-guide.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/campus-lan-switches-access/Catalyst-1200-and-1300-Switches/Administration-Guide/catalyst-1300-admin-guide.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/campus-lan-switches-access/Catalyst-1200-and-1300-Switches/Administration-Guide/catalyst-1300-admin-guide.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/td/docs/switches/campus-lan-switches-access/Catalyst-1300x/Release4_10_0_82/c1300x-administration-guide.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/td/docs/switches/campus-lan-switches-access/Catalyst-1300x/Release4_10_0_82/c1300x-administration-guide.html


翻訳について
シスコは世界中のユーザにそれぞれの言語でサポート コンテンツを提供するために、機械と人に
よる翻訳を組み合わせて、本ドキュメントを翻訳しています。ただし、最高度の機械翻訳であっ
ても、専門家による翻訳のような正確性は確保されません。シスコは、これら翻訳の正確性につ
いて法的責任を負いません。原典である英語版（リンクからアクセス可能）もあわせて参照する
ことを推奨します。


